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現在、経済産業省で検討されているGHG削減要件が確定すれば、ISCC Japanの
FIT基準に反映させることができます。

出典元：経済産業省バイオマスサステナビリティワーキンググループの最新情報（2022年9月）



5© ISCC System GmbH: For personal use only. Reproduction and distribution is proh bited.

ISCC GHG算定式–関連要素の概要

5

E - 燃料の供給および使用によるGHG排出総量（単位：g CO2eq/MJ）

eec - 原料の抽出または栽培から生じるGHG排出量

el - 土地利用の変化に起因した炭素蓄積量の変化に伴うGHG排出量の年率換算（20年以上）

ep - 加工に伴うGHG排出量

etd - 輸送・配送に伴うGHG排出量

eu - 使用燃料から生じるGHG排出量

esca - 農業経営の改善により生じた土壌炭素蓄積に伴うGHG排出量の削減

eccs - 二酸化炭素回収・地中貯留によるGHG排出削減量

eccr - 二酸化炭素回収および代替によるGHG排出削減量

E = eec + el + ep + etd + eu – esca – eCCS – eCCR 
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農業管理（esca）の改善による、土壌炭素蓄積に伴うGHG排出量削減主張の要件に
関する概要

▪ 2008年1月以降、土壌炭素蓄積につながる可能性のある農業
管理作業を採用

▪ これらをベストプラクティスで実施するため、対象原料の栽培期
間中に土壌炭素蓄積量の増加が予想される

注：また、土壌の炭素量を測定することで、さらなる証拠とするこ
とができます。

escaは、次のような証拠が提示された場合に主張できます。
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確立されたISCCリスク管理およびインテグリティ対策も、GHG計算のフレームワー
クに適用

現地監査

ステークホルダー・インボルブメント CBのGHGエキスパートを対象とした、
専門的な必須のGHGトレーニング

机上監査

承認

内部監査






